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論　文

女子野球選手における 
形態的・体力的特徴

茂木　康嘉＊ 
大塚　俊＊＊　　谷中　拓哉＊＊＊

Anthropometric and Physical Fitness 
Characteristics of Female Baseball Players

MOGI, Yasuyoshi 
OTSUKA, Shun        YANAKA, Takuya

Abstract

【Purpose】This study aimed to investigate the anthropometric and physical fitness characteristics for 

female baseball players. 

【Methods】Ten female baseball players and 8 adult females participated in this study. Height, body 

mass, bilateral limb length and muscle thickness at 15 sites of the body were measured as the anthropo-

metric characteristics. Index of muscle volume was estimated from muscle thickness and limb length. 

Relative muscle volume index was calculated by dividing muscle volume index by body mass. Lean 

body mass was calculated from the muscle thickness, the height and the body mass. Grip strength, back 

strength, vertical jump height and distance of standing long jump were measured as the physical fitness 

characteristics. 

【Results】The anthropometric characteristics were not significantly different between female base-

ball players and adult females. Female baseball players were greater in the relative muscle volume in-

dex of anterior upper arm for throwing side and of bilateral posterior thigh than adult females. The 

physical fitness characteristics of female baseball players were superior to those of adult females. 
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1.  緒　言

野球選手において身長や体重、四肢長などの形態的特徴や握力や垂直跳跳躍高などの体力的特
徴は、競技パフォーマンスに極めて大きな影響を及ぼす（Hoffman et al. 2009, 勝亦ら 2020, 

Kohmura et al. 2008, Nakata et al. 2013a, 中山 2015, 吉野と杉山 2007）。従って、野球選手の形態的
特徴や体力的特徴について検討することは、効果的なトレーニングプログラムの確立や競技力の
高い選手の選抜および育成にとって有効な情報を提供することになり極めて重要である。
陸上やバレーボール、柔道選手など様々な女子競技者の形態的特徴について、検討した報告に

よれば、身長や四肢長、体重などは専門とする競技間で異なっており、形態的特徴は競技種目特
性を反映していることが示されている（設楽ら 2016）。野球選手の形態的特徴については、男子
においては、プロ野球選手や社会人選手、大学野球選手について、検討が行われており（Hoffman 

et al. 2009, 勝亦ら 2020, 葛原と黒田 2013, 中山 2004）、筋横断面積の指標である筋厚においても大
学野球選手を対象に検討がされている（長谷川と小野 2012）。しかしながら、女子においては筋
厚を含めた形態的特徴については検討がされておらず、報告がない。様々な種目における男女の
一流競技者について、身体各部位の筋厚を測定した報告によれば、男子競技者の方が女性競技者
よりも筋厚が発達していることが明らかになっている（石田ら 1992）。また、同じ競技種目を専
門としている場合であっても、同一筋群における筋厚の発達に性差があることも示されている
（石田ら 1992）。さらに、男性と女性では、身体組成そのものが異なる（福永と金久 1990）こと
なども踏まえると、男子野球選手を対象とした研究結果が、女子野球選手にも当てはまるかは不
明である。女子野球選手においても継続的な野球のトレーニングによって、競技特性が形態的特

【Conclusion】Current results suggest that body size of female baseball players does not differ from 

non-athlete adult females. Consecutive baseball training may develop muscle volume of anterior upper 

forearm for throwing side and bilateral posterior thigh and may improve the physical fitness character-

istics for females.

抄　録
【目的】本研究では、女子野球選手の形態的・体力的特徴について、検討することを目的と
した。
【方法】女子野球選手10名、特別な運動習慣のない一般成人女性8名が本研究に参加した。
形態的特徴を示す変数として、身長、体重、左右の四肢長、超音波法を用いた左右各部位に
おける筋厚の測定を行った。なお、測定された筋厚の値から左右の四肢における筋量指標と
除脂肪量を推定した。体力的特徴を示す変数として、握力、背筋力、垂直跳跳躍高、立幅跳
跳躍距離の測定を行った。
【結果】身長、体重、除脂肪量や四肢長においては、両群に統計的な差はみられなかった。
投球手側の体重あたりの上腕前部筋量指標と左右の体重あたりの大腿後面筋量指標は、女子
野球選手の方が大きかった。握力、背筋力、垂直跳跳躍高、立幅跳跳躍距離のそれぞれの値
は、女子野球選手の方が大きかった。
【結論】本研究の結果から、女子野球選手は、一般成人女性と比較して、身長、体重や四肢
長などの身体サイズが特別に優れているわけではないことが示された。一方で、継続的な野
球のトレーニングによって、投球手側の上腕部、左右の大腿後面部の筋の量的な特徴は変化
し、さらに体力も一般女性よりも向上することが示唆された。

キーワード
女子野球（Woman baseball）

形態的特徴（Anthropometric characteristics）
体力的特徴（Physical characteristics）／ 筋厚（Muscle thickness）
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徴に反映されることが予想されるが、これまでに検討したものはない。 

野球選手の体力的特徴については、男子大学野球選手においてレギュラー選手は、非レギュラ
ー選手よりも立幅跳跳躍距離の値が大きかったこと（Kohmura et al. 2008）やメジャーリーグの
選手はマイナーリーグの選手よりも握力が高かったこと（Hoffman et al. 2009）などが報告され
ている。また、女子プロ野球選手においては、シーズンイン直前の体力的特徴が、シーズンイン
後の打撃パフォーマンスや総合的な野球能力指標に影響を及ぼしたことが報告されている
（Watanabe et al. 2019）。この結果から、彼らは、シーズンイン前のトレーニングの重要性につい
て考察している。これらを踏まえると、女子野球選手の体力的特徴を明らかにすることは、トレ
ーニングへの示唆を与えることやチーム内でのバッテリーテストにおいて重要視されるべき能力
などを示すことができ、極めて有益だといえる。しかしながら、女子野球選手の体力的特徴につ
いては、検討が少なく不明な点が多い。そこで、本研究では、女子野球選手における形態的・体
力的特徴について明らかにすることを目的とした。
本研究の結果によって、野球を中心とした打撃・投球種目系全般において求められる形態的・

体力的特徴について基礎的な知見を提供することができ、様々なスポーツに応用ができる普遍性
の高い知見を得られることが予想される。これらの知見は、女性アスリートを対象としたタレン
ト発掘や適切なトレーニングメニューの作成などに貢献し、女性アスリート界全体のレベルアッ
プに役立つことが考えられる。 

2.  方　法

（ 1 ）被験者
被験者は、女子軟式野球選手6名および女子硬式野球選手4名、特別な運動習慣のない一般成人
女性8名であった。被験者の投球手は、女子軟式野球選手1名を除いて、全て右手であった。な
お、野球選手の打席は、右打ち9名、左打ち1名であった。全ての被験者は健康であり、身体各部
位において整形外科的な疾患を有していなかった。各被験者の人権を最大限に尊重し、被験者に
対して測定の手順、内容および安全性について充分な説明をした後、本実験参加の同意を得た。

（ 2 ）形態的特徴の測定および算出項目
形態的特徴を示す変数として、身長、体重、体肢長、身体各部位の筋厚の測定を実施した。な

お、身長は、0.1cm単位、体重は0.1kg単位で測定した。体肢長、身体各部位の筋厚は、左右の両
四肢について測定を行った。本研究では、上肢においては、投球手側と非投球側に分けた。下肢
においては、投球手の反対側の脚、即ち投球時に前方に踏み出す方の脚を踏出側とし、投球手と
同一側の脚、つまり投球時に後側にある方の脚を軸足側と定義した。
①　体肢長の測定
体肢長は、上腕長、前腕長、大腿長、下腿長の測定を行った。本研究では、先行研究に倣い

（Abe et al. 1994, 勝亦ら 2007）、上腕長は、肩峰から上腕骨外側上顆までの長さ、前腕長は橈骨頭
から尺骨茎状突起までの長さ、大腿長は、大転子から膝窩皺までの長さ、下腿長は膝窩皺から脛
骨外果までの長さと定義した。体表の各測定点に、術用ペンでマーキング処理を施した後、スチ
ール製のメジャーを用いて測定点間の計測を行った。計測は0.5cm刻みで行った。測定は立位で
行い、被験者には安静を指示した。
②　身体各部位の筋厚の測定
筋厚は、上腕前・後部、前腕部、大腿前・後部、下腿前・後部、腹部の測定を行った。それぞ

れの筋厚の測定部位については、Abe et al. （1994）および勝亦ら（2007）の先行研究に合わせて、
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上腕前・後部は、上腕長の近位から60％の位置、前腕部は、前腕長の近位から30％位置の前部、
大腿前・後部は、大腿長の近位から50％の位置、下腿前・後部は、下腿長の近位から30％の位
置、腹部は、腹直筋の上から3つ目の筋腹中央とした。測定には、Brightness-モード（Bモード）
超音波装置（HS-2000, HONDA ELECTRONICS）およびリニアプローブ（HLS-475, HONDA 

ELECTRONICS）を用いた。被験者には、筋厚の測定中に、特別な筋収縮などを行わないように
安静を指示した。測定は立位で行った。なお、体格の影響を考慮し、腹部の筋厚については、体
重の3分の1乗の値で除すことで正規化した。
③　筋量指標の算出および除脂肪量の算出
体肢長の値と筋厚の値から身体各部位における筋量指標を次式に基づいて算出した。なお、こ

の算出方法は、Miyatani et al. （2000）に基づいている。

筋量指標＝（筋厚 / 2）2×π×体肢長

上腕前部の筋量指標は、上腕前部の筋厚と上腕長から、上腕後部の筋量指標は、上腕後部の筋
厚と上腕長から、前腕部の筋量指標は、前腕部の筋厚と前腕長から、大腿前部の筋量指標は、大
腿前部の筋厚と大腿長から、大腿後部の筋量指標は、大腿後部の筋厚と大腿長から、下腿前部の
筋量指標は、下腿前部の筋厚と下腿長から、下腿後部の筋量指標は、下腿後部の筋厚と下腿長か
ら、それぞれ算出を行った。なお、体格の影響を考慮し、全ての筋量指標は、体重で除すことに
よって、相対値化した。
除脂肪量は、安部と福永（1995）に基づき、次式から算出した。

除脂肪量＝－25.89＋0.214×体重＋0.613×腹部筋厚＋0.252×身長＋0.383×上腕前面筋厚

なお、本研究では、左右の上腕前部筋厚の平均値を上式に代入した。

（ 3 ）体力的特徴の測定
体力的特徴を示す変数として、握力、背筋力、垂直跳跳躍高、立幅跳跳躍距離の測定を行っ

た。握力は、デジタル握力計（T.K.K 5401, Takei Scientific Instruments Co.）を用いて、文科省の
新体力テストの方法に即して、測定を実施した。左右2回ずつ計測をし、左右それぞれの最大値
の平均値を被験者の代表値として採用した。背筋力は、デジタル背筋力計（T.K.K 5402, Takei 

Scientific Instruments Co.）を用いて測定を行った。垂直跳跳躍高は、デジタル垂直跳測定器
（T.K.K 5406, Takei Scientific Instruments Co.）を用いて測定を行った。立幅跳跳躍距離の測定時は、
被験者に対して、両足のつま先が踏み切り線の前端に揃うように立たせ、前方に跳ぶように指示
した。踏み切り線から着地後左右いずれかの踵のうち、踏み切り線までの距離が近い方までを跳
躍距離としてメジャーを用いて計測した。なお、背筋力、垂直跳跳躍高、立幅跳跳躍距離の測定
は、それぞれ2回ずつ実施し、最大値を被験者の代表値として採用した。各体力の測定時には、
被験者に対して、最大努力でのパフォーマンス発揮を指示した。

（ 4 ）統計処理
各測定項目・算出項目の平均値と標準偏差を算出した。群間の比較には、始めに、Leveneの

検定によって等分散性の有無を確認し、その後、対応のない2標本の独立した t検定を実施した。
危険率は5％未満をもって有意とした。効果量は、Cohenのd（Cohen’s d）を算出した。 
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結 果

各群における形態的特徴を表1に示した。身長や体重、投球手側・非投球手側の上肢長、踏出
側・軸足側の下肢長、いずれの値にも女子野球選手と一般成人女性との間に統計的な差は認めら
れなかった。

上肢の体重あたりの筋量指標と体重の3分の1乗あたりの腹部筋厚、除脂肪量を表2に示した。
投球側の体重あたりの上腕前部筋量指標の値は、女子野球選手が一般成人女性よりも有意に高値
を示した（p＜0.05, d＝1.06）。他の項目においては、女子野球選手と一般成人女性との間に統計
的な差は認められなかった。

表3に下肢の体重あたりの筋量指標を示した。軸足側の体重あたりの大腿後面筋量指標の値は、
女子野球選手が一般成人女性よりも有意に高値を示した（p＜0.05, d＝1.81）。また、踏出側の体
重あたりの大腿後面筋量指標の値においても、女子野球選手が一般成人女性よりも高値である傾
向（p＝0.088, d＝1.15）が示された。他の項目においては、女子野球選手と一般成人女性との間
に統計的な差は認められなかった。

身長
（cm）

体重
（kg）

投球側
上腕長
（cm）

投球側
前腕長
（cm）

非投球側
上腕長
（cm）

非投球側
前腕長
（cm）

軸足側
大腿長
（cm）

軸足側
下腿長
（cm）

踏出側
大腿長
（cm）

踏出側
下腿長
（cm）

女子
野球選手

平均値 161.0 56.1 30.3 21.8 30.3 21.5 37.0 36.5 36.6 36.4

標準偏差 4.5 7.l 1.4 0.8 l.3 0.5 l.6 l.2 l.5 l.0

一般成人
女性

平均値 160.0 55.5 29.4 21.8 29.5 21.5 36.7 36.6 36.6 36.6

標準偏差 6.4 9.1 l.2 l.2 1.1 l.0 1.8 l.5 2.0 l.7

有意差 n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s

n.s: not significant

表1　女子野球選手と一般成人女性の身長、体重、四肢長

投球側
体重あたり
上腕前部
筋量指標
（cm3/kg）

投球側
体重あたり
上腕後部
筋量指標
（cm3/kg）

投球側
体重あたり
前腕部
筋量指標
（cm3/kg）

非投球側
体重あたり
上腕前部
筋量指標
（cm3/kg）

非投球側
体重あたり
上腕後部
筋量指標
（cm3/kg）

非投球側
体重あたり
前腕部
筋量指標
（cm3/kg）

体重の l/3乗
あたり
腹部筋厚

（mm/kg–1/3）

除脂肪量

（kg）

女子
野球選手

平均値 2.9 2.9 0.9 2.7 2.4 0.7 3.1 44.0

標準偏差 0.4 0.9 0.1 0.6 0.6 0.1 0.6 2.8

一般成人
女性

平均値 2.4 2.2 0.8 2.3 2.5 0.6 2.9 42.2

標準偏差 0.4 0.8 0.2 0.6 l.2 0.2 0.4 3.3

有意差 p＜0.05 n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s

n.s: not significant

表2　女子野球選手と一般成人女性の上肢の筋量指標、腹部筋厚指標、除脂肪量
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各群の体力的特徴を表4に示した。背筋力、垂直跳跳躍高、立幅跳跳躍距離の値は、女子野球
選手が一般成人女性よりも有意に高値を示した（背筋力：p＜0.05, d＝1.02、垂直跳跳躍高：p＜
0.05, d＝1.24、立幅跳跳躍距離：p＜0.01, d＝2.09）。握力は、女子野球選手が一般成人女性より
も高値である傾向（p＝0.098, d＝0.83）が示された。

考 察

本研究の主知見は、以下の3点である。①女子野球選手の身長、体重、四肢長や除脂肪量は、
一般成人女性と同程度であったこと、②女子野球選手は、投球手側の上腕前部の筋と踏出側・軸
足側の両側において大腿後面の筋が、一般成人女性よりも発達していたこと、③女子野球選手の
方が一般成人女性よりも体力的特徴が優れていたことである。
本研究の結果から、身長や体重、投球手側および非投球側の上肢長、踏出側および軸足側の下

肢長、除脂肪量のいずれにおいても、女子野球選手と一般成人女性の間に統計的な差はみられな
かった。これらの結果は、女子野球選手の形態的特徴が、一般成人女性と比較して、特別に優れ
ているわけではないことを示している。勝亦ら（2020）の報告によれば、男子野球選手では、競
技レベルが高くなるにつれて身長は高くなる傾向があり、特にプロ選手では、一般成人男性の平
均身長（171.5cm（20～24歳：令和元年度体力・運動能力調査より））よりも大きい選手（178～
183cm）が多いことが示されており、大学生選手においても、一般成人男性の平均身長よりも大
きい選手が多い（173～177cm）。また、体重も一般成人男性の平均値（65.3kg （20～24歳：令和
元年度体力・運動能力調査より））よりも、プロ選手（78.6～85.2kg）や大学選手（70～78kg）で
は高値である （勝亦ら（2020））。さらに、一般成人男性よりも大学生選手の方が除脂肪量は多い

踏出側
体重あたり
大腿前面
筋量指標
（cm3/kg）

踏出側
体重あたり
大腿後面
筋量指標
（cm3/kg）

踏出側
体重あたり
下腿前面
筋量指標
（cm3/kg）

踏出側
体重あたり
下腿後面
筋量指標
（cm3/kg）

軸足側
体重あたり
大腿前面
筋量指標
（cm3/kg）

軸足側
体重あたり
大腿後面
筋量指標
（cm3/kg）

軸足側
体重あたり
下腿前面
筋量指標
（cm3/kg）

軸足側
体重あたり
下腿後面
筋量指標
（cm3/kg）

女子
野球選手

平均値 11.7 19.4 3.5 19.9 11.3 19.2 3.8 19.1

標準偏差 1.7 1.6 0.4 1.8 1.3 1.9 0.5 1.8

一般成人
女性

平均値 12.1 15.4 3.5 20.l 11.l 14.6 3.7 19.8

標準偏差 4.1 5.2 0.7 4.2 4.1 3.1 0.7 4.1

有意差 n.s p＝0.088 n.s n.s n.s p＜0.05 n.s n.s

n.s: not significant

表3　女子野球選手と一般成人女性の下肢の筋量指標

握力
（kg）

背筋力
（kg）

垂直跳
（cm）

立幅跳
（cm）

女子
野球選手

平均値 30.0 93.l 44.4 194.l

標準偏差 3.4 14.6 5.6 11.5

一般成人
女性

平均値 26.3 75.8 35.7 164.2

標準偏差 5.5 19.3 8.3 17. l

有意差 p＝0.098 p＜0.05 p＜0.05 p＜0.05

n.s: not significant

表4　女子野球選手と一般成人女性の体力的特徴
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ことも報告されている（勝亦ら 2007）。これらを踏まえると、男子の野球選手においては、身体
サイズの大きさが競技にとって有利に働くことが予想される。実際に、男子選手においては、体
重と長打率との間に正の相関関係が示されたこと（筒井ら 2010）や身長が高くなるほど投球ス
ピードが高くなること（勝亦 2019）などが報告されている。本研究では、野球の競技パフォー
マンスの指標の一つである投球スピードやバットヘッド速度などの項目については示していな
い。しかしながら、女子野球選手と一般成人女性の形態的特徴に差がなかった結果を踏まえる
と、身体サイズの大きさが競技に及ぼす影響には性差がみられ、女子選手は男子選手ほど身体サ
イズが競技に及ぼす影響は大きくないことが推察される。女子野球以外の競技において、例え
ば、バレーボールやバスケットボールなどにおいては、身長が高いことが競技にとって有利に働
くことから、高身長の選手が多い（設楽ら 2016）。一方で、勝亦ら（2020）によれば、野球は
様々な形態的特徴を有する選手が活躍できる競技であることも指摘されている。女子野球におい
ては、増量などによって身体サイズを変化させることよりも、選手個々の形態的特徴に合わせ
て、適切なトレーニング計画を立て、選手の特徴を引き出せるような指導が求められるかもしれ
ない。 

野球に類似したソフトボールにおいては、オリンピックの強化選手に指定されている女子選手
の身長や体重が一般成人女性よりも大きかったことが報告されている（前川ら 2010）。本研究の
結果と先行研究の結果との不一致の理由の一つとして、競技レベルによる差があげられる。本研
究で対象とした女子野球選手の競技レベルは、軟式野球選手については、社会人全国大会に出場
経験あるチームに所属している選手であり、硬式野球選手においては、大学選手権で優勝経験の
あるチームに所属している選手であった。従って、先行研究で対象とされていたオリンピックの
強化指定選手よりも競技レベルは低い集団であった。このことを踏まえると、女子プロ野球選手
などのより競技レベルの高い選手は、一般人よりも体格的に優れた選手が多い可能性が残る。一
方で、本研究における女子野球選手の被験者1名（162.6cm, 53.3kg）は、国際大会の出場経験者
であったが、同年代の日本人の標準的な体格（20-24歳：158.4cm, 50.8kg）と比較すると、著し
い体格差はみられない。従って、女子野球選手では、身体サイズの優劣が競技に及ぼす影響は少
ない可能性も残る。データのサンプル数を増やしてさらなる検討が必要であろう。
女子野球選手において、投球手側の体重あたりの上腕前部筋量指標は一般成人女性よりも高値

であった。これは、継続的な野球のトレーニングによって、上腕前部の筋が一般成人女性よりも
発達することを示唆している。上腕前部の筋群は、肘関節の屈曲と前腕の回外の機能的役割を有
している（中村と竹内 1997）。一方、投球動作は、肘関節の伸展および前腕部の回内を伴う運動
である（Sakurai et al. 1993, Werner et al. 1993）。これらの点を考慮すると、上腕前部の筋群は投球
動作時おいて、拮抗筋として関節の固定・動作の安定性を高める活動をしていることが推察され
る。また、投球後のフォロースルー時にも、上腕前部の筋群の筋活動が観察されるが（斎藤ら 

2006）、これは、投球時における肘の過度の伸展を防いでいるものと推察される。先行研究の結
果と本研究の結果を踏まえると、日常的な投球動作の繰り返しによって、女子野球選手は、一般
成人女性よりも投球手側の上腕前部の筋が発達したことが考えられる。
体重あたりの大腿後面の筋量指標は、踏出側・軸足側ともに女子野球選手の方が一般成人女性

よりも大きかった。大腿後面の筋量指標は主にハムストリングの大きさを表しており、本研究の
結果は、女子野球選手のハムストリングが一般女性よりも顕著に発達していることを示してい
る。投球時において、ハムストリングの筋活動は、極めて高い（Campbell et al. 2010, Erickson et 

al. 2017）。特に、軸足側では、踏出足の接地後、ボールリリースまでの間で大きな筋活動が見ら
れることが報告されている（Erickson et al. 2017）。また、投球時では、軸足側のハムストリング
の筋活動は、踏出側よりも常に高いことも示されている（Erickson et al. 2017）。さらに、打撃時
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においても、両脚のハムストリングの筋活動は高い（Nakata et al. 2013b）。これらの先行研究の
結果と本研究の結果を踏まえると、投球動作や打撃動作の繰り返しがトレーニング刺激となり、
女子野球選手では、ハムストリングが一般成人女性よりも発達したと考えられる。また、投球時
におけるハムストリングの筋活動の左右差が、踏出側では、女子野球選手と一般成人女性との間
の統計学的な差が傾向（p＝0.088）に留まった原因の一つとして考えられる。男子の野球選手に
おいても、プロ選手では大腿の屈筋群が一般大学生よりも顕著に発達していたことが示されてお
り（平野ら 1989）、本研究の結果は先行研究の結果と類似している。さらに、大学女子野球選手
のスポーツ傷害の発生状況を調べた報告によれば、大腿部の肉離れの発生件数は、肩や肘などの
上肢の傷害発生件数よりも多かったことが示されている（橋本ら 2018）。投球時・打撃時にハム
ストリングの筋活動が高いことや傷害の発生頻度の高さを踏まえると、男子選手に限らず、女子
野球選手においても、ハムストリングは重点的にトレーニングされるべき部位かもしれない。 

本研究の結果より、女子野球選手の体力は、一般成人女性よりも優れていることが示された。
継続的な野球のトレーニングによって、基本的な体力要素は向上することが示唆される。投球ス
ピードや打撃のパフォーマンスに握力などの体力的特徴が影響を及ぼすことは示されており
（Kohmura et al. 2008, Nakata et al. 2013a, 中山 2015, Hoffman et al. 2009）、体力的特徴が野球の競技
力を予測する要因の一つであることも報告されている（村田 1998, Watanabe et al. 2019）。従って、
基本的な体力水準を高めることは、野球の競技パフォーマンスの向上に役立つといえる。
本研究の限界として、以下の2点が挙げられる。本研究では、女子野球選手のポジション別に
おける形態的・体力的特徴の検討は行っていない。男子野球選手においては、投手が野手よりも
身長が高いことが大学生（河井と澤田 2016）やプロ選手を対象とした研究（中山 2015）から示
されている。同様に、男子大学野球選手において、野手の方が、投手よりも握力の値が大きいこ
となども報告されている（葛原と黒田 2013）。これらを踏まえると、女子野球選手においても、
投手や野手では、その形態的・体力的特徴が異なることが予想されるため、今後は、ポジション
を考慮した検討が求められる。次に、本研究では、投球スピードや打撃におけるバットスイング
速度と形態的・体力的特徴との関連については、検討を行っていない。そのため、身長や握力の
値が高い選手ほど、投球速度が速くなるのか、体重や背筋力の値が大きい選手ほどバットスイン
グ速度が速くなるのか、このような検討はできていない。この点に関しては、サンプルデータを
増やしてさらなる検討が必要であるといえる。実際の野球に関連したパフォーマンスと形態的・
体力的特徴との関係が明らかとなれば、女子野球選手の効果的なトレーニング計画の立案などに
役立つ極めて有効な知見となることが予想される。

結 論

本研究は、女子野球選手の形態的・体力的特徴を一般成人女性との比較から検討した。本研究
の結果より、女子野球選手の体格は、一般成人女性と同程度であること、女子野球選手は、投球
手側の上腕前部の筋と踏出側・軸足側の両側において大腿後面の筋が、一般成人女性よりも発達
していること、体力的特徴は、女子野球選手の方が一般成人女性よりも優れていることが示され
た。
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